


夏休みこどもワークショップ参加者による作品展「未来アート工房！３」
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講  師：矢生秀仁（こども環境デザイナー／作家）
「正解のない、考えや気持ちを自由に表現しあえる空間づくり」をコンセプトに、全国の保育園、幼稚園、小学校などを中心に、年間

150本以上の造形遊びのワークショップや職員研修を実施している。また、子どもの環境についての講演コラムや記事の執筆も行っている。

宮本町（越谷市）にて、こどもの造形アトリエ『コトリエ』も運営している。

1983 年生まれ。文教大学教育学部卒業。越谷市在住。『こども環境デザイン研究所』代表。

　『こども会議』のあとはアイ

ディアをカタチにする時間で

す。

　ダンボールや発泡スチロー

ル、粘土、空き箱やペットボ

トルなどの生活廃材を材料に、

自由な発想から生まれた“ヒ

ミツの森”をデザインします。

　作品展では、子どもたちの作

品づくりの様子もスライド

ショーや映像でご覧いただけ

ます。

　『こども会議』は、正解をさがす場ではありません。自

分の考えを自由に発表し、仲間とお互いのアイディアを

聞きあい、専門家のお話を聞きながら、アイディアをど

んどんふくらませて作品づくりの準備をする時間です。

今回は、どのようなアイディアが生まれるでしょうか。

作品展では、作品には表現されていない会議中に生まれ

たアイディアや、子どもたちの“つぶやき”もご紹介します。

　作品展会場では、子どもた

ちのアイディアがカタチと

なった素敵な作品はもちろん

のこと、お客様を迎えるため

の看板やアーチ、案内ボード

など、子どもたちの手づくり

による空間が、皆様をお出迎

えします。

　また、ひとつひとつの作品

の隣には、作者である子ども

たちからの紹介文や作品への

想いも展示されています。

※写真は、昨年度「未来アート工房！２」の活動及び作品展の風景です。
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　「未来アート工房！」は、地域の子どもたちがモノヅクリを通した自由な表
現を楽しみながら、想像力や感性を大いに育み、仲間やサポートする大人たち
とともに考え、行動し、自分のアイディアがカタチになる喜びや達成感を実感
できる場です。
　今年度は、30 名の小・中学生が『私たちが暮らす街の未来に残したい、素
敵な森づくり』に挑戦し、その作品を展示いたします。わずか３日間の作品展
ですが、子どもたちの夢や無限の可能性にあふれた魅力的な作品たちが会場で
皆様をお待ちしております。どうぞ、ご家族でお楽しみください！
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